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宣伝と歴史―抗日戦争記録の病理―（姜　克實）
アジア・太平洋研究センター主催講演会
日　時：2017 年 5 月 29 日（月）
場　所：J 棟 1 階　特別合同研究室
テーマ：宣伝と歴史―抗日戦争記録の病理―
報告者：姜　克實（岡山大学大学院社会文化科学研究科教授）
発表の構成
一，歴史認識対立の原因
二，歴史事実と政治宣伝
三，歴史の政治利用現象の存在，とくに近代史
四，軍神存続の国家（戦勝国）
五，宣伝の役割と問題
六，狼牙山五壮士の「毀損」をめぐる政治裁判
おわりに，怨恨の歴史を乗り越える方法（歴史の真実は共有財産）
　「今年の小学校から高校の春期教材まで，抗日戦争の期間を 1937 年－ 1945 年の 8
年間から 1931 年－ 1945 年の 14 年間へと延長するように」という中国教育省の通達
が出されたというニュースが流れたのは，2017 年の年明けであった。日中間のパワー
バランスの変化― 2010 年に中国の GDP が日本を抜き世界第 2 位となったのがいわ
ば “決定打” ―に伴って，特に習近平政権の集権化と強権化のもとで，日中戦争に関
する “史実” も揺らいでいる。発表者は在日 30 年の日本近代史研究者で，本発表は
こうした歴史的動きの中でなされたところに感慨深いものがある。以下は発表の要旨
である。
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　歴史の記録が政治に左右される原因は，「感情」重視の歴史教育が背景にある。そ
こに共通するのは歴史教育への政治や国家の介入である。歴史事実は科学性，真実
性，普遍性と永久性が担保されなければならない一方，政治は特定の権力手段（政
党）に支配され，宣伝はその支配の一手段で，政治的策略性，誇張性や一時性を特徴
とする。
　こうした政治に利用された歴史の一つとして，近代史の中の「抗日戦争」を分析し
てみたい。日中の近代史の根本的な違いとして，日本が「平和教育」であるのに対し
て，中国は「怨念怨恨の教育」である点を指摘できる。中国はこうした歴史教育を推
進するために，研究組織を作り，研究者は御用化し，党人化する（共産党に取り込ま
れる）。そうして宣伝内容が歴史事実化し，宣伝内容が教科書に取り込まれていく。
　具体的な例を紹介する。戦勝国である中国（特に社会主義国の設立以降の中国）で
は，抗日戦争での勝利が誇張・美化されて多くの軍神，英雄も創作された。
　狼牙山の戦闘では「五壮士」と認定された 5 名の兵士が，党・政府や軍部により英
雄視され美談化されて，小学 5 年生の国語の教科書の題材となり愛国主義教育に利用
されている。この神話に異論を唱えた雑誌『炎黄春秋（注 1）』の編集長洪振快氏は，
2014 年春以来，複数の名誉毀損訴訟に関与して辞職した。他方で洪編集長の論文を
掲載した雑誌社のほうも政府に経営権を簒奪され提訴を試みたが，訴えは受理されて
いない。
　上記の「日本側資料考証」とは，報告者が日本に 30 年間近く定住する地の利を生
かして，兵士の出身師団の元練兵場の記念館や防衛庁の資料の考証から導き出した結
論である。因みに歴史学者である報告者の論文は，中国の学会誌や言論界からは掲載
が拒絶されている。こうした状況の中で研究を続ける報告者の発言は重い。
　宣伝は愛国主義教育の材料となり，体制・政治・指導者や執政党への擁護や献身を
再生産するようになり，その副作用は深刻で，宣伝内容が固定化・歴史化（訂正を拒
絶）し，教育を通じて普及し，神話はさらに発展し，どんどん事実から離れていく。
もっと厄介なのは庶民史観と共鳴し，マスメディアがさらに助長・増幅させてしま
う。
　最後に報告者は，「怨恨の歴史」を乗り越える方法として，抗日戦争研究の国際化，
口述記録よりも文献記録の重視，文学的手法（形容詞・感情誘導）への回避，政治や
民族精神の介入の排除の必要性を提起した。
時期 場所（省） 中国側 “史実” 日本側資料考証
1937.9.25 平型関（山西省） 日本兵 1,000 ～ 4,000 名殲滅 死傷者 240 名
1938.3.23 ～ 4.7 台児庄（山東省） 日本兵 11,984 名殲滅 死傷者 2,500 名
1941.9.25 狼牙山（河北省） 日本兵 90 ～ 100 名殲滅 軽傷 1 名
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（注 1）『炎黄春秋』は中国共産党や軍の長老の一派が 1991 年に創刊した。近現代史を主要テーマと
する改革派のオピニオン誌で，経営は完全に政府から独立していた。
（文責：松戸　庸子，蔡　毅）
